














要約:日本母性保護医協会(日母と略す)では,1972 年より全国約 270 病院の協力を得て,外

表奇形等モニタリングを実施してきた。1991 年で 20 年の節目にあたるのでその歩みをま

とめたのでその一部と最近急速に進歩しつつある胎児診断が調査結果に与える影響につい

て検討したので報告する。


